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(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 菅原 誠，電気学会東北支部，優秀学生賞，2014 年 3 月 20 日 
2) 菅原 誠，島本 直，赤川徹朗，有村佳樹，佐藤 亮，志知謙次朗，六本木和也，ET ロボコン東北地区大会，
デベロッパー部門総合優勝，2013 年 9 月 23 日 
2.1.4. その他の活動 
(a) IT 体験教室（講座教員担当分） 
■テーマ 1 
【名称】歩行ロボットの制御 
【担当】新井義和 
【対象】中学生 
【概要】四脚の歩行ロボットを用いて，各脚の根元に取り付けられたモータを制御することによって，歩行を実現
する．同様に，ロボットをペットに見立てて「お手」などの芸を実現する．最終的には，歩行レースを行い，競争
心を持たせる．実施にあたっては，2 名一組による参加とし，参加者同士のコミュニケーションを持たせることを
重視する． 
■テーマ 2 
【名称】ロボットはビブン・セキブンで滑らかに走れる 
【担当】今井信太郎 
【対象】高校生 
【概要】ET ロボコンの PID 制御を題材に，微分積分が役立つ実例を体験する．on-off 制御だとあまり速く走れない
が，微分積分を使った PID 制御だと速く走れる理由について学ぶ． 
■テーマ 3  
【名称】IT 体験ブース  ※「賢治さんの未来をつくる科学の広場」内で開催 
【担当】新井義和，今井信太郎 
【対象】小中学生を含む一般 
【概要】ロボットをゴール地点まで誘導するゲームやスクリーンに指でお絵かきできるコーナーで楽しく遊ぶ． 
 
(b) H25 年度 夏休みオープンラボ 
 オープンラボの概要 
 スーマートフォン，携帯音楽プレーヤー，デジタル家電，自動車，航空宇宙機器，医療機器，産業用ロボットな
どには数多くのコンピュータが組込まれており，さまざまなサービスをリアルタイムに提供している．今回のオー
プンラボでは，このように人々の暮らしを支えているリアルタイムシステムを設計・実装・検査するうえで取り組
むべき研究課題について，実習やゼミを通じて理解を深める． 
 
2.1.リアルタイムシステム学講座 
15 
実施内容 
 8 月 7 日（水） 8 月 8 日（木） 8 月 9 日（金） 
10:00 
～ 
10:20 
ガイダンス（担当 猪股） 
日程や大学施設の説明など．
ガイダンス（担当 猪股） 
日程や大学施設の説明など．
ガイダンス（担当 猪股） 
日程や大学施設の説明など．
10:30 
～ 
12:00 
ロボット制御プログラミング
演習（担当 今井） 
学部開講科目「ソフトウェア
演習Ａ」と同じ機材を使って
ロボット制御のためのプログ
ラム作りを体験する．  
リアルタイムシステム学入門
（担当 猪股） 
学問領域の一つとしての「リ
アルタイムシステム学」につ
いて理解する． 
i-MOS 実験設備見学 
 （担当 新井） 
i-MOS の実験設備（ドライビ
ングシミュレータなど）を見
学しながら，研究課題との関
連性を考察する． 
12:00 
～ 
13:00 
昼食・休憩 昼食・休憩 昼食・休憩 
13:00 
～ 
14:30 
ET ロボコン体験 
（担当 講座学生・教員） 
地区大会に出場予定の学生ら
とともに大会用の制御プログ
ラムを開発する．  
卒研・修論報告の聴講 
（担当 講座学生・教員） 
学部 4 年生の卒研，修士学生
の修論の研究報告を通じて研
究活動の一端を理解する． 
学会発表練習の聴講 
（担当 講座学生・教員） 
学会発表を予定している学生
の発表練習を通じて研究活動
の一端を理解する．  
14:30 
〜 
15:00 
講座学生との懇談 講座学生との懇談 講座学生との懇談 
 
 実施場所 
   ソフトウェア情報学部 B 棟 2F 202･203 ゼミ室他 
 
  
